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今
年
６
月
、
全
国
保
険
医

団
体
連
合
会
（
以
下
、「
保

団
連
」）
は
、
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
（
以
下

「
支
払
基
金
」）
に
対
し
、

「
保
険
医
療
機
関
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
収
集
及
び
そ
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
申
し
入
れ
」

（
以
下
「
申
し
入
れ
」）
を

行
い
ま
し
た
。「
支
払
基

金
」
は
、
確
定
申
告
期
に
、

診
療
報
酬
額
と
こ
れ
に
係
る

源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
、

「
支
払
調
書
」
を
税
務
署
に

提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
際
、
支
払
調
書

に
医
療
機
関
の
「
法
人
番

号
」
や
「
個
人
番
号
」
を
記

載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
「
支
払
基
金
」

は
事
前
に
個
人
番
号
等
を
集

め
る
べ
く
、「
収
集
等
に
つ

い
て
」
の
お
知
ら
せ
を
各
医

療
機
関
に
連
絡
し
て
き
て
お

り
、
こ
れ
に
対
し
、「
保
団

連
」
は
上
記
を
「
申
し
入

れ
」
た
の
で
す
。

　

「
個
人
番
号
の
提
供
の
お

願
い
」
に
つ
い
て
は
、
各
医

師
会
等
や
市
町
村
な
ど
か
ら

も
、
医
療
機
関
に
送
ら
れ
て

き
て
い
ま
す
。
学
校
医
や
予

防
接
種
等
の
委
託
料
の
支
払

に
つ
い
て
、「
源
泉
徴
収

票
」
や
「
支
払
調
書
」
を
税

務
署
に
提
出
す
る
必
要
性
か

ら
で
す
。「
個
人
番
号
の
提

供
は
法
律
等
で
定
め
ら
れ
て

い
る
」「
税
務
署
等
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
る
」
等
々
と

書
か
れ
て
い
る
た
め
、「
個

人
番
号
の
提
供
は
強
制
な
の

か
」「
提
出
し
な
い
と
校
医

を
外
さ
れ
る
」「
報
酬
が
支

払
わ
れ
な
い
の
で
は
」
と
の

不
安
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
に
は
12
桁
の
個
人

番
号
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
個
人
番
号
は
、
全

員
違
う
、
一
生
変
更
の
な
い

番
号
で
す
。「
悉し

っ

皆か
い

性
」「
唯

一
無
二
性
」
を
持
つ
番
号
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
行

政
機
関
は
「
瞬
時
に
同
一
人

物
の
識
別
が
可
能
」
と
な
る

の
で
す
。
私
た
ち
の
人
格
権

に
か
か
わ
る
問
題
と
考
え
ま

す
。
こ
の
個
人
番
号
を
利
用

し
て
行
政
機
関
が
個
人
の
情

報
を
収
集
・
管
理
す
る
こ
と

は
人
権
侵
害
の
可
能
性
が
あ

る
と
い
え
ま
す
。
私
た
ち

は
、
こ
の
よ
う
な
個
人
番
号

を
受
け
入
れ
る
義
務
（
受
忍

義
務
）
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、

他
人
に
対
し
て
個
人
番
号
を

提
供
す
る
義
務
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
提
供
を
強
制
さ

れ
る
こ
と
も
、
提
供
し
な
い

こ
と
で
不
利
益
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

保
団
連
は
支
払
基
金
に
対

し
、「
支
払
基
金
は
通
知
文

書
に
『
番
号
の
記
載
・
提
出

は
強
制
す
る
も
の
で
は
な

い
』『
番
号
を
記
載
提
出
し

な
く
て
も
診
療
報
酬
の
審

査
、
支
払
に
お
い
て
不
利
益

は
な
い
』
旨
を
明
記
し
、
周

知
す
る
こ
と
」
を
申
し
入
れ

ま
し
た
。
こ
れ
へ
の
支
払
基

金
の
回
答
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

　

「
診
療
報
酬
に
係
る
支
払

調
書
は
、
所
得
税
法
の
規
定

に
よ
り
税
務
署
に
提
出
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
法
定
調

書
」
で
あ
る
。「
支
払
調
書

に
個
人
番
号
等
を
記
載
す
る

　

「
番
号
法
」
は
、「
国
の

責
務
（
第
４
条
）」、「
地
方

公
共
団
体
の
責
務
（
第
５

条
）」
の
規
定
は
あ
り
ま
す

が
、
個
人
の
責
務
の
規
定
は

あ
り
ま
せ
ん
。
当
然
と
い
え

ば
当
然
で
す
。
む
し
ろ
、
個

人
番
号
の
提
供
を
拒
否
す
る

権
利
が
あ
る
と
い
え
ま
す

（
自
分
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
権
利
）。
ま
た
、

支
払
基
金
等
の
「
事
業
者
」

に
つ
い
て
は
、「
事
業
者
の

努
力
（
第
６
条
）」
の
規
定

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
く
ま
で

も
「
協
力
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ

た
「
協
力
の
た
め
の
努
力
」

で
す
。
事
業
者
は
個
人
番
号

の
提
供
を
断
っ
た
人
に
対
し

て
、
提
供
の
強
制
や
提
供
し

な
い
こ
と
で
の
不
利
益
を
与

え
る
こ
と
な
ど
は
で
き
ま
せ

ん
。

こ
と
と
さ
れ
た
」
の
で
、

「
法
律
で
定
め
ら
れ
た
義
務

を
履
行
す
る
立
場
に
あ
り
」

「
皆
様
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
て
い
る
」
と
、
支
払
基
金

の
立
場
を
述
べ
て
い
ま
す
。

強
制
で
な
い
こ
と
、
不
利
益

が
な
い
こ
と
の
明
記
に
つ
い

て
は
、「
記
載
や
提
出
が
強

制
で
な
い
こ
と
や
不
利
益
が

な
い
こ
と
は
、
こ
の
制
度
全

体
の
中
で
明
ら
か
」
と
指
摘

し
、
し
か
し
、
立
場
上
明
記

は
で
き
な
い
と
回
答
し
て
い

ま
す
。

　

個
人
の
権
利
に
つ
い
て
明

記
し
な
い
の
は
不
親
切
で
あ

り
、
片
手
落
ち
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。「
制
度
全
体
の
中

で
明
ら
か
」
で
あ
れ
ば
、
む

し
ろ
そ
の
旨
を
明
記
す
べ
き

　

個
人
番
号
の
提
供
が
な
か

っ
た
ら
、
行
政
機
関
は
仕
事

が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

確
か
に
、
国
税
通
則
法
は

確
定
申
告
書
等
に
氏
名
・
住

所
と
共
に
番
号
の
記
載
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
（
第
１
２

４
条
）。
し
か
し
、
こ
の
規

定
は
、
税
務
署
が
個
人
番
号

を
利
用
す
る
た
め
に
「
番

号
」
を
入
れ
て
い
る
の
で
あ

り
、「
番
号
」
の
記
載
が
な

い
こ
と
で
確
定
申
告
書
等
の

要
件
が
満
た
さ
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
記
載
が
な
く
て
も

受
理
す
る
と
し
て
い
る
の
で

す
。
強
制
で
き
る
も
の
で
は

な
い
の
で
す
。

　

大
切
な
の
は
「
提
供
す

る
」「
提
供
し
な
い
」
と
い

う
私
た
ち
の
意
思
表
示
で

す
。

　

行
政
機
関
は
個
人
番
号
の

記
載
が
な
く
て
も
、
個
人
番

号
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
個
人
番
号
の
生
成
・
通

知
を
行
う
の
が
「
地
方
公
共

団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
」

（
以
下
「
機
構
」）
で
す
。

「
機
構
」
は
私
た
ち
の
個
人

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年

月
日
・
性
別
の
情
報
を
保
存

し
て
い
ま
す
。
行
政
機
関
は

「
機
構
」
に
照
会
す
る
こ
と

で
個
人
番
号
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。「
番
号
法
」

第
14
条
２
項
は
「（
行
政
機

関
は
）
機
構
に
対
し
て
機
構

保
存
の
本
人
確
認
情
報
の
提

供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
規
定
し
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

行
政
機
関
は
、
２
通
り
の

方
法
で
個
人
番
号
の
収
集
が

で
し
ょ
う
。

　

国
税
庁
も
「
個
人
番
号
の

記
載
が
な
い
こ
と
を
以
て
、

税
務
署
が
書
類
を
受
理
し
な

い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
Ｆ
Ａ
Ｑ
で
明
記
し
て

い
ま
す
。

　

行
政
機
関
か
ら
は
、
個
人

番
号
を
記
載
す
る
書
類
や
文

書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
個

人
番
号
の
記
載
は
強
制
で
は

な
い
こ
と
、
記
載
し
な
く
て

も
不
利
益
は
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
自
分
の
考
え
を
明
確

に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
行
政
機
関
の
文
書
や

窓
口
に
は
「
強
制
で
な
い
こ

と
」「
不
利
益
は
な
い
こ

と
」
の
旨
を
明
記
す
る
よ
う

に
要
望
し
て
い
く
こ
と
も
大

切
で
す
。

で
き
ま
す
。
１
つ
は
、
個
人

が
義
務
的
書
類
等
に
記
載
す

る
こ
と
で
、
個
人
番
号
の
提

供
・
利
用
は
本
人
の
自
由
意

志
に
よ
る
も
の
と
な
り
ま

す
。
も
う
一
つ
は
、「
機

構
」
に
照
会
す
る
こ
と
で

す
。
し
か
し
、
後
者
の
方
法

だ
け
で
す
と
、
行
政
機
関
は

本
人
の
承
諾
な
く
勝
手
に
個

　

医
療
機
関
は
、
従
業
員
の

源
泉
徴
収
票
な
ど
を
作
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
番
号
法
」
の
「
事
業
者
」

の
立
場
に
な
り
ま
す
。
従
業

員
か
ら
の
個
人
番
号
の
収
集

・
保
管
・
提
供
の
努
力
が
つ

い
て
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
の
記
載
さ
れ
た

情
報
は
、「
特
定
個
人
情

報
」
と
な
り
ま
す
。
事
業
者

は
、「
特
定
個
人
情
報
」
を

取
り
扱
う
と
、「
個
人
番
号

関
係
事
務
実
施
者
」
と
規
定

さ
れ
、
個
人
番
号
の
収
集
・

保
管
・
提
供
に
つ
い
て
厳
格

な
「
安
全
管
理
措
置
」
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
の
費
用
は
自
己
負
担
で

　

個
人
番
号
は
、
そ
の
人
の

あ
ら
ゆ
る
情
報
に
通
じ
る

「
共
通
番
号
」
で
す
。
今
の

と
こ
ろ
利
用
範
囲
は
税
と
社

会
保
障
と
災
害
時
と
限
定
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
先
々

は
金
融
情
報
・
医
療
情
報
な

ど
に
も
拡
大
さ
れ
る
予
定
で

す
。
国
家
に
よ
る
国
民
の
監

視
・
管
理
社
会
に
な
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
デ
ー
タ
の

流
出
、
な
り
す
ま
し
犯
罪
な

ど
、
個
人
の
人
格
を
丸
ご
と

さ
ら
け
出
す
危
険
性
も
あ
り

ま
す
。

　

「
共
通
番
号
制
」
は
私
た

ち
に
と
っ
て
は
百
害
あ
っ
て

一
利
な
し
の
制
度
と
い
え
ま

す
。
現
行
の
目
的
別
・
分
野

別
の
番
号
制
度
で
十
分
機
能

し
ま
す
。「
共
通
番
号
制
」

は
中
止
・
廃
止
す
べ
き
と
考

え
ま
す
。

 

（
終
わ
り
）

す
。
ま
た
、
義
務
違
反
に
つ

い
て
は
、
最
悪
、
４
年
以
下

の
懲
役
と
２
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
が
科
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
番
号
の
取
扱
い
に
つ

い
て
は
十
分
な
「
安
全
管
理

措
置
」
の
態
勢
が
と
れ
る
の

か
否
か
、
慎
重
に
検
討
し
判

断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

個
人
番
号
の
取
扱
い
に
つ
い

て
も
、
強
制
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
で

罰
則
が
あ
る
と
か
、
不
利
益

な
処
分
を
受
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
せ
ん
。
不
安
で
あ
れ
ば

取
扱
い
の
延
期
も
一
つ
の
対

策
と
い
え
ま
す
。

人
番
号
を
利
用
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
の
侵
害
と
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。
権
利
侵
害
と
言
わ
れ
な

い
た
め
に
前
者
の
方
法
を
法

律
に
入
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。「
番
号
法
」
は
「
二
重

構
造
」
と
な
っ
て
お
り
、
欺

瞞
的
制
度
と
い
え
ま
す
。

　

結
論
は
、
個
人
番
号
の
提

出
は
、
任
意
で
あ
り
、
強
制

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

提
出
し
な
い
こ
と
で
不
利
益

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
言

わ
れ
、「
私
の
た
め
の
番

号
」
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

法
」
は
、
私
た
ち
の
た
め
の

法
律
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と

言
う
法
律
用
語
も
あ
り
ま
せ

ん
。
正
式
に
は
「
行
政
手
続

き
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
」（
以

下
「
番
号
法
」）
と
言
い
ま

す
。
２
０
１
３
年
５
月
に
成

立
し
、
今
年
１
月
か
ら
、
税

・
社
会
保
障
関
係
の
届
出
書

等
へ
の
個
人
番
号
の
記
入
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
番
号
法
」
の
本
来
の
目

的
は
、
私
た
ち
の
個
人
番
号

を
集
め
て
、
行
政
機
関
が
そ

の
仕
事
に
利
用
す
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。
個
人
番
号
を
利

用
す
る
た
め
に
各
規
則
等
を

改
定
し
て
、
義
務
的
な
届
出

書
等
に
そ
の
記
載
を
求
め
て

い
ま
す
。
行
政
機
関
は
、
こ

の
個
人
番
号
を
鍵か

ぎ

と
し
て
私

た
ち
の
情
報
を
相
互
に
利
用

・
共
有
す
る
の
で
す
。
個
人

番
号
は
、
私
た
ち
の
あ
ら
ゆ

る
情
報
に
通
じ
る
「
共
通
番

号
」
と
な
る
も
の
で
す
。
支

払
基
金
等
（
以
下
「
事
業

者
」）
は
、
行
政
と
個
人
の

間
に
入
っ
て
、
個
人
番
号
の

収
集
を
行
っ
て
い
る
の
で

す
。

を
受
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
以
下
、
も
う
少
し
深
く

考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

今
一
度
、「
共
通
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

本
質
と
問
題
点
を
考
え
る

税
理
士

佐
飛　

淳
一

経税部経税部
だよりだより

基金の委託事業者から届く「個人情報提供書」

　８月10日以降、支払基金の委託を受けた事業
者から、府下の各医療機関にマイナンバーの
「収集キット」が届いている。提出期限は９月
15日。マイナンバーを提供したくない場合は、
「収集キット」に同封されている「個人情報提
供書」（上資料）に「番号を提供しない」旨の付
箋やメモを付けて返送すれば督促されない。支
払基金はマイナンバーの提供は任意であり、拒
否しても不利益を受けることはないとしている。

１
．個
人
番
号
の
収
集
が

１
．個
人
番
号
の
収
集
が

  
身
近
に
な
っ
て
き
た

身
近
に
な
っ
て
き
た

２
．「
番
号
法（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）」は

２
．「
番
号
法（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
）」は

  

誰
の
た
め
の
法
律
か

誰
の
た
め
の
法
律
か

３
．「
番
号
法
」
に

３
．「
番
号
法
」
に

  

個
人
の
義
務
規
定
は
な
い
！

個
人
の
義
務
規
定
は
な
い
！

５
．「
番
号
法
」
は

５
．「
番
号
法
」
は

  

「
二
重
構
造
」
と
な
っ
て
い
る

「
二
重
構
造
」
と
な
っ
て
い
る

６
．「
事
業
者
」
と
し
て

６
．「
事
業
者
」
と
し
て

  

ど
う
対
応
す
る
か

ど
う
対
応
す
る
か

７
．「
共
通
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
」

７
．「
共
通
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）制
」

  

は
中
止
・
廃
止
を

は
中
止
・
廃
止
を

４
．私
た
ち
は

４
．私
た
ち
は

  

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か

ど
う
対
応
し
た
ら
よ
い
の
か

上記にご記入いただいた個人情報およびご提出いただく書類に関しましては、「行政手続きにおける特定の個人
を識別するための番号の利用等に関する法律」第十四条および別紙「株式会社シーイーシーにおける個人情報の
取り扱いについて」に基づき、収集・利用・管理されます。また、提出いただいた全ての資料につきましてはい
かなる場合でも返却いたしかねますので、内容を十分にご確認いただいた上でご提出ください。
同封の利用目的をよく読み、上記内容にご同意頂いた証として、自署欄にご本人様のご署名をお願いいたします。

私は個人番号の提供をいたしません。

 保険医太郎

個 人 情 報 提 供 書

自署欄 　

依頼元 社会保険診療報酬支払基金

貴施設名 ●●歯科医院
下記、太枠の部分をご記入ください

ご返信用紙

ご本人
姓 名 書類貼付 チェック

個人番号／通知カード貼付用台紙
（ご本人用）貼付欄　表

個人番号／通知カード貼付用台紙
（ご本人用）貼付欄　表
本人確認書類貼付用台紙
（ご本人用）貼付欄　表
本人確認書類貼付用台紙
（ご本人用）貼付欄　表

※提供したくない場合は　
　用紙の空欄に署名の上、
　上記のように記入する。


